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史
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書　

誌　

情　

報

　
　
（
一
─
一
）　

宝
生
流
舞
付

　
　
（
一
─
二
）　

宝
生
流
舞
付

　
　
（
二
）　　
　

宝
生
流
謡
曲

　
　
（
三
）　　
　

謡
曲
廻
順

　
　
（
四
）　　
　

必
携（
宝
生
流
謡
書
抜
）

　

解　

題

　

註

　
［
翻　

刻
］

　

凡　

例は　

じ　

め　

に

本
稿
は
、
徳
川
林
政
史
研
究
所
が
所
蔵
す
る
尾
張
徳
川
家
十
四
代
慶
勝（
一
八
二
四
～

八
三
）自
筆
の
能
楽
関
連
の
史
料
を
翻
刻
・
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。
尾
張
徳
川
家（
以

下
、「
尾
張
家
」
と
略
称
す
る
）で
は
各
種
・
各
流
派
の
曲
目
の
上
演
に
応
じ
る
た
め
に
、

様
々
な
能
・
狂
言
面
や
装
束
・
小
道
具
が
備
え
ら
れ
た
。
現
在
、
徳
川
美
術
館
に
は
尾

張
家
伝
来
の
能
・
狂
言
面
が
約
百
六
十
面
、
装
束
が
お
よ
そ
七
百
点
、
そ
の
ほ
か
、
楽

器
や
舞
台
で
用
い
ら
れ
る
作
り
物
な
ど
、
膨
大
な
量
の
能
道
具
が
伝
わ
る
。
た
だ
、
特

定
の
人
物
が
所
用
し
た
こ
と
が
わ
か
る
能
道
具
は
少
な
く
、
所
用
が
判
明
す
る
の
は
徳

川
家
康（
一
五
四
三
～
一
六
一
六
）所
用
と
伝
わ
る
能
面
、
豊
臣
秀
頼（
一
五
九
三
～
一
六
一

五
）･

尾
張
家
初
代
義
直（
一
六
〇
〇
～
五
〇
）所
用
の
「
苅
田
蒔
絵
小
鼓
胴　

附 

葵
紋
扇

散
蒔
絵
鼓
箱
」、
義
直
所
用
の
「
大
根
巴
蒔
絵
小
鼓
胴　

銘 

客
来　

附 

三
番
叟
蒔
絵

鼓
箱
」、
そ
し
て
、
慶
勝
所
用
の
鎮
扇
三
十
六
点
の
み
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
慶
勝
所

用
と
伝
わ
る
の
は
、「
菊
・
牡
丹
図
鎮
扇
」「
金
雲
に
花
の
丸
図
鎮
扇
」「
金
地
振
金
雲

形
鎮
扇
」
な
ど
の
鎮
扇
で
、
多
く
の
扇
の
地
模
様
に
「
宝
生
五
雲
」
と
呼
ば
れ
る
五
つ

の
雲
の
模
様
が
表
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。「
宝
生
五
雲
」
は
能
の
流
派

の
ひ
と
つ
で
、
大
和
猿
楽
の
外と

山び

座ざ

を
母
体
と
す
る
宝
生
流
を
象
徴
す
る
文
様
で
、
慶

勝
が
宝
生
流
を
重
用
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
点
で
貴
重
で
あ
る
。

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

〔
史
料
紹
介
〕

徳
川
慶
勝
自
筆
の
能
楽
史
料
に
つ
い
て

野
　
村
　
弥
　
生



徳
川
慶
勝
自
筆
の
能
楽
史
料
に
つ
い
て

七
四

慶
勝
は
、
文
政
七
年（
一
八
二
四
）、
尾
張
家
の
分
家
で
あ
る
美
濃
高
須
松
平
家
十
代

義
建
の
二
男
と
し
て
誕
生
し
た
。
天
保
十
二
年（
一
八
四
一
）に
元
服
し
て
「
義
恕
」
と

名
乗
り
、
嘉
永
二
年（
一
八
四
九
）に
家
督
を
相
続
し
て
尾
張
家
十
四
代
当
主
と
な
っ
た
。

翌
月
十
二
代
将
軍
家
慶
か
ら
諱
の
一
字
「
慶
」
を
賜
り
「
慶
恕
」
と
名
乗
り
、
万
延
元

年（
一
八
六
〇
）に
は
「
慶
勝
」
と
改
名
し
た（
本
稿
で
は
「
慶
勝
」
と
統
一
す
る
）。
幼
少
の

こ
ろ
か
ら
読
書
を
好
み
、
武
芸
も
嗜
む
賢
明
な
人
物
と
し
て
評
価
が
高
か
っ
た
と
伝
わ

る
。
ま
た
、
学
問
の
記
録
や
日
記
を
細
か
に
書
き
残
し
、
さ
ら
に
は
蔵
書
目
録
を
慶
勝

自
身
が
作
成
す
る
な
ど
、
慶
勝
は
几
帳
面
で
整
理
好
き
な
性
格
だ
っ
た
と
い
え
る
。
こ

こ
に
紹
介
す
る
慶
勝
自
筆
の
能
楽
関
連
史
料
四
件
「
宝
生
流
舞
付
」「
宝
生
流
謡
曲
」

「
謡
曲
廻
順
」「
必
携（
宝
生
流
謡
書
抜
）」（
い
ず
れ
も
徳
川
林
政
史
研
究
所
蔵
）に
お
い
て
も
、

能
の
曲
目
や
慶
勝
の
修
練
の
記
録
が
実
に
細
か
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
史
料
名

に
あ
る
よ
う
に
、
徳
川
美
術
館
が
所
蔵
す
る
鎮
扇
と
同
じ
く
、
宝
生
流
に
関
す
る
史
料

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

尾
張
家
に
関
す
る
能
楽
史
研
究
に
お
い
て
は
、
江
戸
時
代
中
期
頃
ま
で
の
演
能
の
記

録
の
紹
介
や
、
明
治
時
代
以
降
の
名
古
屋
能
楽
界
に
お
け
る
動
向
の
研
究
が
主
で
あ

り
、
慶
勝
自
身
と
能
楽
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
触
れ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
今
回
紹
介
す
る
慶
勝
の
時
代
に
お
け
る
能
の
修
練
に
つ
い
て
手
記
し
た
本
史

料
四
件
は
、
宝
生
流
を
好
ん
だ
慶
勝
の
能
へ
の
向
き
合
い
方
が
わ
か
る
点
で
貴
重
で
あ

り
、
慶
勝
の
時
代
の
能
楽
史
を
解
明
す
る
端
緒
と
し
て
紹
介
す
る
。

書　

誌　

情　

報

（
一
）　

宝
生
流
舞
付（
旧
蓬
左
文
庫
史
料
一
二
六
─
一
三
六
）　

二
冊

（
一
─
一
）　

宝
生
流
舞
付（
以
下
、「（
一
）宝
生
流
舞
付
Ａ
」
と
す
る
）一
冊

法
量　
　
　

縦
一
五
・一
糎
、
横
二
一・
二
糎
。

表
紙　
　
　

横
本
、
袋
綴
装
四
つ
目
綴
じ
。

　
　
　
　
　

薄
青
地
に
白
地
扇
模
様
。
薄
い
絹
で
表
装
。

　
　
　
　
　

中
央
、「
又
新
」
印（
朱
文
方
印
）。

外
題　
　
　

左
肩
、「
寶
生
流
舞
付
」（
墨
書
、
慶
勝
筆
）。

内
題　
　
　

見
返
し
中
央
、「
寶
生
流
舞
付
」（
墨
書
、
慶
勝
筆
）題
箋
貼
付
。

筆
者　
　
　

徳
川
慶
勝

紙
数　
　
　

全
十
三
丁（
本
文
六
丁
半
紙
一
枚
、
白
紙
六
丁
、
奥
書
半
紙
一
枚
）。

成
立
年
代　

江
戸
時
代　

十
九
世
紀

（
一
─
二
）　

宝
生
流
舞
付（
以
下
、「（
一
）宝
生
流
舞
付
Ｂ
」
と
す
る
）一
冊

法
量　
　
　

縦
八
・一
糎
、
横
一
八
・
五
糎
。

表
紙　
　
　

横
本
、
袋
綴
装
四
つ
目
綴
じ
。

　
　
　
　
　

薄
青
地
に
金
霞
地
扇
模
様
。
薄
い
絹
で
表
装
。

外
題　
　
　

右
肩
、「
寶
生
流
舞
付
」（
墨
書
）題
箋
貼
付
。

内
題　
　
　
「
寶
生
流
舞
付
」（
墨
書
、
慶
勝
筆
）。　

筆
者　
　
　

徳
川
慶
勝

紙
数　
　
　

全
十
三
丁（
本
文
七
丁
、
白
紙
三
丁
、
半
紙
一
枚
）。

成
立
年
代　

江
戸
時
代　

十
九
世
紀

（
二
）　

宝
生
流
謡
曲（
旧
蓬
左
文
庫
史
料
一
二
六
─
一
三
七
）　

一
冊

法
量　
　
　

縦
九
・
二
糎
、
横
一
八
・
八
糎
。

表
紙　
　
　

横
本
、
袋
綴
装
五
つ
目
綴
じ
。

（
6
）

（
7
）

（
8
）



徳
川
慶
勝
自
筆
の
能
楽
史
料
に
つ
い
て

七
五

　
　
　
　
　

白
地
に
レ
リ
ー
フ
模
様
金
箔
押
。

外
題　
　
　

右
肩
、「
宝
生
流
謡
曲
」（
墨
書
）題
箋
貼
付
。

内
題　
　
　
「
寶
生
流
謡
曲
」（
墨
書
、
慶
勝
筆
）。　

筆
者　
　
　

徳
川
慶
勝

紙
数　
　
　

全
十
三
丁（
本
文
十
丁
、
白
紙
三
丁
）。

奥
付　
　
　
「
源
慶
恕（
花
押
）」

成
立
年
代　

嘉
永
二
～
万
延
元
年（
一
八
四
九
～
六
〇
）頃

（
三
）　

謡
曲
廻
順（
旧
蓬
左
文
庫
史
料
一
二
六
─
一
三
八
）　

一
冊

法
量　
　
　

縦
三
二
・
五
糎
、
横
一
二
・
二
糎
。

表
紙　
　
　

横
本
、
袋
綴
装
大
和
綴
じ
。

共　
　
　
　

紙
表
紙
。

外
題　
　
　

中
央
、「
謡
曲
廻
順
」（
墨
書
、
慶
勝
筆
）。

内
題　
　
　

な
し

筆
者　
　
　

徳
川
慶
勝

紙
数　
　
　

全
十
三
丁（「
謡
順
」本
文
四
丁
、
白
紙
三
丁
半
紙
一
枚
、「
仕
舞
」三
丁
）。

成
立
年
代　

江
戸
時
代　

十
九
世
紀

（
四
）　

必
携（
宝
生
流
謡
書
抜
）（
旧
蓬
左
文
庫
史
料
一
二
六
─
一
五
六
）　

一
冊

法
量　
　
　

縦
七
・
六
糎
、
横
一
八
・
七
糎
。

表
紙　
　
　

横
本
、
袋
綴
装
四
つ
目
綴
じ
。
白
地
。

外
題　
　
　

左
肩
、「
必
携
」（
墨
書
、
慶
勝
筆
）。

内
題　
　
　

な
し

筆
者　
　
　

徳
川
慶
勝

紙
数　
　
　

全
十
二
丁
。

成
立
年
代　

江
戸
時
代　

十
九
世
紀

解　

題
能
の
修
練
は
、
ま
ず
能
の
台
本
で
あ
る
謡
本
を
も
と
に
「
謡
」
の
稽
古
を
し
、
次
に

基
本
の
所
作
を
習
得
す
る
た
め
に
「
仕
舞
」
を
習
う
こ
と
が
通
例
で
あ
る
。「
舞
」
の

様
々
な
所
作
は
「
型
」
と
い
い
、
こ
れ
を
「
型
付
」
と
呼
ば
れ
る
書
物
に
は
能
の
登
場

人
物
ご
と
に
定
め
ら
れ
た
所
作
を
中
心
に
、
演
じ
方
や
使
用
す
る
能
道
具
な
ど
が
具
体

的
に
記
さ
れ
る
。
一
般
的
な
名
称
は
「
型
付
」
だ
が
、
江
戸
時
代
中
期
以
前
の
名
残
か

ら
「
仕
舞
付
」「
舞
付
」「
手
附
」
と
も
い
わ
れ
る
。
能
の
部
分
奏
演
で
あ
る
舞
囃
子
や

仕
舞
に
限
定
し
た
内
容
の
「
型
付
」
も
あ
り
、
現
代
で
も
謡
本
と
同
様
に
一
般
の
人
び

と
の
稽
古
用
テ
キ
ス
ト
と
し
て
各
流
派
の
も
の
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。「
囃
子
仕
舞
手

附　

宝
生
流
」（
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
所
蔵
）の
よ
う
に
、
曲
名
の
次
に
詞
章
が
書
か
れ
、

要
所
と
な
る
詞
章
に
「
立（
立
ち
上
が
る
）」「
正（
舞
台
の
正
先
へ
向
か
う
）」「
サ
シ（「
サ
シ
」

と
い
う
所
作
を
す
る
）」「
拍
子
七（「
拍
子
」
を
七
回
踏
む
）」
な
ど
役
者
の
所
作
が
付
記
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
能
を
舞
う
際
に
必
要
な
手
引
書
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

「（
一
）宝
生
流
舞
付
Ａ
」
は
六
十
五
曲
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
先
に
述
べ
た
一
般

的
な
「
型
付
」
に
あ
る
よ
う
な
舞
の
所
作
は
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
曲
名
ご
と
に
数
種
類

の
記
号
が
書
か
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
能
の
舞
を
現
代
と
同
じ
よ
う
に
修
練
し
た
と

仮
定
す
る
と
、
謡
に
あ
わ
せ
て
能
の
一
部
分
を
一
人
で
舞
う
仕
舞
か
ら
、
囃
子（
楽
器
）

が
加
わ
る
部
分
奏
演
の
居
囃
子
・
舞
囃
子
、
ワ
キ
方
・
狂
言
方
や
囃
子
方
な
ど
す
べ
て

の
役
者
が
揃
う
袴
能（
能
装
束
を
つ
け
ず
紋
付
袴
で
行
う
）・
能
の
順
に
修
練
す
る
の
が
基

本
と
な
る
。「（
一
）宝
生
流
舞
付
Ａ
」
に
書
か
れ
た
記
号
は
曲
名
の
上
と
下
に
様
々
あ

（
9
）

（
10
）



徳
川
慶
勝
自
筆
の
能
楽
史
料
に
つ
い
て

七
六

り
、
い
ず
れ
も
修
練
の
過
程
で
付
記
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
慶
勝
の

修
練
記
録
を
推
察
す
る
う
え
で
、
曲
名
の
下
に
記
さ
れ
た
記
号
に
着
目
し
た
。
本
史
料

は
「
型
付
」
に
分
類
さ
れ
る
た
め
、「
謡
」
で
は
な
く
「
舞
」
の
修
練
記
録
で
あ
る
と

推
測
で
き
る
こ
と
か
ら
、「
・
」
は
仕
舞
、「
●
」
は
舞
囃
子
、「
□
」
は
袴
能
、「
⦿
」

は
能
と
仮
定
し
た
。
一
曲
目
の
「
高
砂
」
は
左
記
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

●
高
砂　
　

・
●
・
□
⦿

「
仕
舞
、
舞
囃
子
、
仕
舞
、
袴
能
、
能
」
の
順
に
修
練
し
た
と
い
う
こ
と
を
示
唆
す

る
。「（

一
）宝
生
流
舞
付
Ｂ
」
は
、「（
一
）宝
生
流
舞
付
Ａ
」
よ
り
数
曲
増
減
し
七
十
曲
が

収
め
ら
れ
て
い
る
。
一
般
的
な
「
型
付
」
の
よ
う
に
所
作
が
示
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、

曲
名
の
次
に
は
詞
章
の
謡
出
し
が
書
か
れ
る
。
ま
た
「（
一
）宝
生
流
舞
付
Ａ
」
に
み
ら

れ
る
よ
う
な
記
号
は
な
い
。

「（
二
）宝
生
流
謡
曲
」
は
七
十
七
曲
が
収
め
ら
れ
、「（
一
）宝
生
流
舞
付
Ａ
・
Ｂ
」
と

曲
名
・
順
序
が
多
少
異
な
る
も
の
の
、
曲
名
の
次
に
詞
章
の
謡
出
し
が
書
か
れ
る
点
で

「（
一
）宝
生
流
舞
付
Ｂ
」
と
体
裁
が
近
似
し
て
い
る
。
奥
書
に
は
「
源
慶
恕（
花
押
）」

と
署
名
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
慶
勝
が
慶
恕
と
名
乗
っ
て
い
た
、
嘉
永
二
年（
一
八
四
九
）

か
ら
万
延
元
年（
一
八
六
〇
）ま
で
の
間
に
使
わ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

「（
三
）謡
曲
廻
順
」
の
「
廻
順
」
は
、
管
見
の
限
り
で
は
、
能
で
は
用
い
ら
れ
な
い

用
語
で
あ
る
。
曲
名
と
、
修
練
の
記
録
と
思
わ
れ
る
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
前
半
五
十

一
曲
は
「
謡
順
」
と
い
う
内
題
、
後
半
の
六
十
曲
は
「
仕
舞
」
と
内
題
が
記
さ
れ
て
い

る
た
め
、
稽
古
を
つ
け
る
べ
き
順
番
に
曲
名
を
記
し
、
稽
古
を
つ
け
た
の
ち
に
覚
え
と

し
て
印
を
捺
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
稽
古
を
つ
け
た
順
で
は
な
く
、
稽
古

を
つ
け
る
べ
き
順
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
先
に
紹
介
し
た
「（
一
）宝
生
流
舞
付
」・

「（
二
）宝
生
流
謡
曲
」
と
は
記
録
の
趣
旨
が
異
な
る
史
料
で
あ
り
、
体
裁
も
大
き
く
異

な
る
。「
慶
勝
日
記
」（
徳
川
林
政
史
研
究
所
蔵
）を
は
じ
め
同
時
代
の
史
料
を
比
較
参
照
す

る
こ
と
で
、
作
成
さ
れ
た
時
期
や
他
史
料
と
の
関
連
性
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

「（
四
）必
携
」
に
は
七
十
四
曲
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
最
後
の
丁
に
「
宝
生
流
謡
書

抜
」
と
あ
る
こ
と
、
ま
た
、「（
一
）宝
生
流
舞
付
」・「（
二
）宝
生
流
謡
曲
」
と
は
異
な

り
、
書
き
出
し
た
詞
章
が
長
い
曲
が
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
三
曲
目
に
「
開
口
」
が
収

録
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「（
四
）必
携
」
は
、
修
練
し
た
謡
を
書
き
出
し
備
忘
に
し

た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。「
開
口
」
は
都
度
新
し
く
作
ら
れ
る
た
め
記
憶
す
る

こ
と
が
難
し
く
、
す
べ
て
の
詞
章
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。「
開
口
」
は
将
軍
家
や
禁

裏
、
本
願
寺
な
ど
公
儀
の
祝
賀
能
に
多
く
演
じ
ら
れ
た
た
め
、
慶
勝
日
記
や
同
時
代
の

記
録
や
史
料
か
ら
、
本
冊
子
の
製
作
年
の
検
証
も
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

江
戸
時
代
に
能
が
式
楽
と
定
め
ら
れ
、
尾
張
家
で
は
様
々
な
能
道
具
が
備
え
ら
れ

た
。
尾
張
家
初
代
義
直
は
シ
テ
方
に
加
え
小
鼓
を
修
練
し
、
能
を
愛
好
し
た
二
代
光
友

は
「
江
口
」
を
好
ん
だ
と
伝
わ
る
。
の
ち
の
時
代
も
尾
張
家
の
演
能
記
録
は
あ
る
も
の

の
、
先
述
し
た
通
り
当
館
の
所
蔵
品
の
う
ち
所
用
者
が
極
め
ら
れ
て
い
る
能
道
具
は
数

が
少
な
い
。
本
稿
で
は
、
慶
勝
自
筆
の
四
件
の
能
楽
史
料
を
紹
介
す
る
に
と
ど
ま
っ
た

が
、
今
後
は
、
各
史
料
に
お
い
て
、
選
曲
や
曲
順
、
書
か
れ
た
内
容
を
慶
勝
日
記
や
同

時
代
の
史
料
か
ら
検
証
し
、
鎮
扇
・
能
楽
史
料
と
と
も
に
ま
と
ま
っ
た
数
の
史
料
が
遺

る
慶
勝
と
能
の
関
係
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
課
題
と
し
た
い
。

（
11
）

（
12
）

註（
1
）　

愛
知
県
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
愛
知
県
史　

別
編　

文
化
財
三　

彫
刻
』（
愛
知
県
、
二
〇

一
三
年
）。『
駿
府
御
分
物
御
道
具
帳
』
の
う
ち
、
尾
張
徳
川
家
に
伝
え
ら
れ
た
「
元
和
四
年



徳
川
慶
勝
自
筆
の
能
楽
史
料
に
つ
い
て

七
七

四
、
徳
川
黎
明
会
、
二
〇
一
七
年
）。

③
羽
賀
祥
二
・
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
編
著
『
名
古
屋
と
明
治
維
新
』（
風
媒
社
、
二
〇
一
八
年
）。

（
7
）　

山
川
曉
「
尾
張
徳
川
家
演
能
の
研
究（
二
）大
蔵
七
左
衛
門
家
蔵
「
能
囃
子
組
」
に
み
る
尾

張
徳
川
家
の
演
能
」（『
金
鯱
叢
書
』
二
四
、
徳
川
黎
明
会
、
一
九
九
七
年
）。

　

飯
塚
恵
理
人
『
近
世
能
楽
史
の
研
究
─
東
海
地
域
を
中
心
に
─
』
雄
山
閣
出
版
、
一
九
九

九
年
。

　

清
水
禎
子
「
金
春
八
左
衛
門
安
住
と
藤
田
流
の
流
儀
筋
入
組
一
件　

尾
張
藩
の
能
楽
に
つ

い
て
」（『
尾
張
藩
社
会
の
総
合
研
究
』
五
、
清
文
堂
、
二
〇
一
二
年
）。

（
8
）　

慶
勝
自
筆
の
能
楽
関
連
史
料
四
点
の
う
ち
、「
宝
生
流
謡
曲
」
の
み
、
飯
塚
氏
に
よ
り
左

の
通
り
翻
刻
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
四
点
一
括
で
の
紹
介
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

　

飯
塚
恵
理
人
「〈
資
料
紹
介
〉　

徳
川
慶
勝
筆
『
宝
生
流
謡
曲
』
に
つ
い
て
」（『
東
海
能
楽

研
究
会
年
報
』
二
八
、
二
〇
二
四
年
）。

（
9
）　

能
の
譜
本
の
一
種
。
詞
章
を
掲
げ
、
そ
の
右
側
に
旋
律
や
拍
子
を
指
示
す
る
符
号
な
ど
を

示
す
。
室
町
末
期
に
謡
が
能
か
ら
独
立
し
た
音
曲
と
し
て
普
及
、
流
行
す
る
に
つ
れ
、
稽
古

本
と
し
て
の
謡
本
が
多
く
書
写
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
刊
年
を
明
記
し
た
最
初
の
謡
本
は

元
和
六
年（
一
六
二
〇
）の
奥
付
と
観
世
太
夫
暮
閑（
九
世
観
世
身
愛
）の
署
名
の
あ
る
『
元
和

卯
月
本
』
で
、
五
流
通
じ
て
最
初
の
家
元
公
認
の
謡
本
で
あ
る（『
能
楽
大
辞
典
』
筑
摩
書
房
、

二
〇
一
二
年
）。　

（
10
）　

旧
蓬
左
文
庫
蔵
書
四
五
─
三
。

（
11
）　

旧
蓬
左
文
庫
所
蔵
史
料
一
二
六
。

（
12
）　

特
殊
な
奏
演
形
式
。
脇
能
の
冒
頭
に
ワ
キ
が
当
代
を
賛
美
す
る
新
作
の
謡
を
独
吟
す
る
こ

と
。
儒
者
や
公
家
が
新
し
く
作
っ
た
詞
章
に
ワ
キ
方
が
節
付
け
を
し
謡
わ
れ
る
習
慣
が
あ
っ

た（『
能
楽
大
辞
典
』
筑
摩
書
房
、
二
〇
一
二
年
）。

（
徳
川
美
術
館　

學
藝
員
）

午
十
一
月
朔
日
」
の
奥
書
を
も
つ
『
駿
府
御
分
物
之
内
色
々
御
道
具
帳
』
に
記
さ
れ
た
能
面

に
該
当
す
る
可
能
性
が
あ
る
の
は
、「
猿
癋
見
」（
能
面
二
八
一
）・「
平
太
」
二
面（
能
道
具
三

三
二
ま
た
は
三
三
三
）・「
泥
眼
」（
能
道
具
二
九
）・「
髭
小
尉（
相
模
尉
）」（
能
道
具
二
八
六
）・

「
檜
垣
女
」（
能
道
具
四
七
）の
五
面
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、「
笑
尉
」（
能
道
具
三
三
一
）・「
小

尉
」（
能
道
具
二
七
）・「
蛙
」（
能
道
具
二
五
）・「
蛙
」（
能
道
具
三
〇
一
）が
、「
駿
府
御
分
物
」

で
あ
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
2
）　

能
道
具
三
。
蠟
色
に
仕
上
げ
ら
れ
た
胴
に
苅
田
文
様
す
な
わ
ち
稲
の
切
株
が
絵
梨
子
地
で

表
さ
れ
る
。
胴
の
内
部
に
「
金
春（
花
押
）」、「
上　

秦
就
氏（
花
押
）」
と
朱
書
き
が
あ
り
、

江
戸
時
代
初
期
の
製
作
と
思
わ
れ
る
葵
紋
扇
散
蒔
絵
鼓
箱
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
慶
長
十
六

年（
一
六
一
一
）三
月
二
八
日
、
二
条
城
に
お
い
て
徳
川
家
康
と
豊
臣
秀
頼
と
の
会
見
が
行
わ

れ
た
後
、
秀
頼
か
ら
尾
張
家
初
代
義
直
へ
贈
ら
れ
た
。

（
3
）　

能
道
具
一
六
。
大
根
、
巴
紋
、
雪
輪
紋
が
絵
梨
子
地
と
金
平
蒔
絵
で
表
さ
れ
る
。
胴
の
内

側
に
、「
大
倉
長
右
衛
門
」
と
金
粉
字
銘
と
花
押
が
あ
り
、「
翁
」
の
演
能
風
景
が
金
蒔
絵
で

表
さ
れ
る
箱
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

（
4
）　

能
・
狂
言
の
小
道
具
。
扇
の
一
種
で
、
面
・
装
束
を
つ
け
ず
紋
付
袴
な
い
し
裃
で
仕
舞
等

を
舞
う
と
き
に
用
い
る
扇
を
い
う
。
竹
製
の
骨
に
彩
色
を
施
し
た
紙
が
張
ら
れ
て
い
る
。
親

骨
の
形
状
と
描
か
れ
た
模
様
は
、
シ
テ
方
五
流
を
は
じ
め
ワ
キ
方
・
狂
言
方
・
囃
子
方
に
わ

た
り
、そ
れ
ぞ
れ
各
流
派
の
決
ま
り
が
あ
る（『
能
楽
大
辞
典
』、筑
摩
書
房
、二
〇
一
二
年
）。

（
5
）　

能
道
具
七
九
─
一
〜
三
〇
、
八
〇
─
一
〜
六（
鎮
扇
三
十
本
、
舞
扇
四
本
、
練
習
用
の
革

張
扇
二
本
）。

（
6
）　

慶
勝
の
事
績
に
つ
い
て
は
左
記
を
参
考
に
し
た
。

①
原
史
彦
執
筆
・
加
藤
祥
平
一
部
加
筆
『
徳
川
慶
勝
─
知
ら
れ
ざ
る
写
真
家
大
名
の
生
涯
─
』

（
徳
川
美
術
館
、
二
〇
一
三
年
初
版
、
二
〇
一
八
年
三
版
）。

②
藤
田
英
昭
「
嘉
永
・
安
政
期
に
お
け
る
徳
川
慶
勝
の
人
脈
と
政
治
動
向
」（『
金
鯱
叢
書
』
四



徳
川
慶
勝
自
筆
の
能
楽
史
料
に
つ
い
て

七
八

［
翻　

刻
］

凡　

例

・「（
一
―
一
）宝
生
流
舞
付
Ａ
」
は
手
書
き
の
た
め
近
似
し
た
記
号
に
も
細
か
な
違
い

が
あ
る
が
、
筆
者
は
「
・
」「
●
」「
⦿
」「
□
」
の
四
種
に
分
類
し
た
。
ま
た
、
曲

名
の
上
か
ら
、
朱
の
丸
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
曲
が
あ
る
。
極
力
、
原
文
の
通
り
の
位

置
に
「　

」
を
示
し
た
。

・「（
一
―
二
）宝
生
流
舞
付
Ｂ
」
の
曲
名
の
上
に
付
さ
れ
た
印（
す
べ
て
朱
書
き
）は
「
・
」

「
●
」「
〇
」
で
示
し
た
。

・「
謡
曲
廻
順
」
の
曲
名
の
上
下
に
は
灰
色
と
朱
色
、
二
色
の
丸
印
が
捺
さ
れ
て
お
り
、

朱
書
き
の
印
は
「
●
」、
灰
色
の
印
は
「
〇
」
に
て
示
し
た
。
た
だ
し
、
曲
名
の
下

に
捺
さ
れ
た
印
の
並
び
順
は
、
現
段
階
で
は
不
明
で
あ
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
数

を
、
曲
名
の
下
に
示
し
た
。

・
朱
で
書
か
れ
た
曲
名
・
記
号
・
印
に
つ
い
て
は
、
ル
ビ
位
置
に
「（
朱
書
）」
と
記
し

た
。

・
繰
り
返
し
記
号
は
本
文
の
通
り
に
翻
刻
し
た
。

・
底
本
の
文
字
の
誤
り
は
ル
ビ
位
置
に
正
し
い
字
を
記
し
た
が
、
訂
正
で
き
な
い
も
の

は
ル
ビ
位
置
に
「（
マ
マ
）」
と
し
た
。

・
改
行
は
本
文
の
改
行
に
従
っ
た
。

・（
1
オ
）は
本
の
一
丁
表
を
、（
1
ウ
）は
一
丁
裏
を
示
し
、
丁
の
最
後
に
記
し
た
。

・
漢
字
の
字
体
は
原
則
と
し
て
本
文
の
通
り
に
し
、
常
用
漢
字
に
改
め
な
か
っ
た
。
異

体
字
も
な
る
べ
く
そ
の
ま
ま
生
か
し
た
。

・
平
仮
名
、
片
仮
名
は
原
則
と
し
て
本
文
通
り
に
し
た
。
助
詞
の
「
ハ
・
ニ
」
に
つ
い

て
は
片
仮
名
の
ま
ま
と
し
た
。



徳
川
慶
勝
自
筆
の
能
楽
史
料
に
つ
い
て

七
九

（
一
―
一
）　

宝
生
流
舞
付
Ａ

寶
生
流
舞
付

（
表
紙
）

寶
生
流
舞
付

（
見
返
し
）

　
　
　
　
「
朝
政
之
餘
暇
」（
朱
文
長
方
印
）

●
高
砂　
・
●
・

□
⦿

●
田
村　
・
・
・
・
・
・
●
・
・
□
⦿

●
熊
野　
・
・
●
●
・
・
●
⦿

●
熊
坂　
・
・
・
●
●
●
⦿

●
須
万
源
氏　
・
・
●
・
⦿

（
1
オ
）

　

加
茂　
　
・
・
・
・
□
⦿

●
八
嶋　
・
・
・
・
・
・
□

●
松
風　
・
・
・
・
・
・
・
・
・

●
芦
刈　
・
・
・
・
・
・
⦿

●
弓
八
幡　
・
・
・
・
□

（
1
ウ
）

●
嵐
山　
・
・
・
・
・
・

●〇
盛
久　
・
・
・
・

●
羽
衣　
・
・
・
・
・
・
・
・
・
□

●
藤　
・
・
・
・

●
鵜
飼　
・
・
・
・
・
・

（
2
オ
）

●
枕
慈
童　
・
・
・
・
・
・

（
朱
書
）・

□

●
巴　
・

●
藤
戸　
・
・
・
・
・
・

●
舟
辨
慶　
・
・

●
三
山　
・
・
・
・
・
・

（
朱
書
）□

（
2
ウ
）

●
龍
田　
・
・
・
・
・
・
□
□
□

●〇
海
人　
・
・
・
・

（
朱
書
）・

□

●
百
萬　
・
・

（
朱
書
）・

・
・

●
春
日
龍
神　
・
・

（
朱
書
）・

●
老
松　
・
・
・

（
朱
書
）・

（
3
オ
）

●
志
賀　
・
・
・
・
・

●
六
浦　
・
・
・
・
・
・
・

●
紅
葉
狩　
・
・
・
・
・
・
・

●
安
宅　
・
・
・
・
・
・

（
朱
書
）

　

●
吉
野
静　
・
・
・
・
・

（
3
ウ
）

●
葛
城　
・
・
・
・

●
小
督　
・
・
・
・
・

●
善
知
鳥　
・
・
・
・
・
⦿

●
玉
葛　
・
・
・
・
・
・
・
・

（
朱
書
）□

●
胡
蝶　
・
・
・
・
・
・
・
□
・

（
4
オ
）

●
桜
川　
・
・
・
・
・

（
朱
書
）□

●
敦
盛　
・
・
・
・

（
朱
書
）

　

●
東
北　
・
・

（
朱
書
）・

・
（
朱
書
）

　

●
雲
雀
山　
・
・
・
・
・

（
朱
書
）□

・

●
是
界　
・
・
・
・
・

（
朱
書
）

　

（
4
ウ
）

●
笠
之
段　
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

（
朱
書
）

□
・

●
加
茂
ロ
ン
キ　
・
・
・

●
阿
漕　
・
・
・
・
・
・
・
・
・

（
朱
書
）□

・

●
融　
・
・
・
・

（
朱
書
）□

●
大
江
山　
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
（
朱
書
）

・
（
朱
書
）

□
□　
　
　
　
　

（
5
オ
）

●
鶴
亀　
・
・
・
・
・
・
・
□
・

●
山
姥　
・
・
・
・
・
・
・
・
・

（
朱
書
）□

・

●
巻
絹　
・
・
・
・
・
・
□
・

●
養
老　
・
・
・
・

●
猩
　々
・

（
5
ウ
）

●
三
輪　
・
・
・
・
・
・
・
□

●
花
筐　
・
・
・
・
・
・

（
朱
書
）・

●
前

（
マ
マ
）花

筐　
・
・
・
・
・

（
朱
書
）

　

●
忠
度　
・
・
・
・
・

（
朱
書
）□

・

●
邯
鄲　
・
・
・
・
・
・
・
・

（
朱
書
）□

・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
（
朱
印
）

・
（
朱
印
）□



徳
川
慶
勝
自
筆
の
能
楽
史
料
に
つ
い
て

八
〇

（
6
オ
）

●
女
郎
花　
・

（
朱
書
）・

・
・
・
・
・
・
・

（
朱
書
）

　

●
天
鼓　
・
・
・
・
・
・
・
・

（
朱
書
）

・
（
朱
書
）・

○
⦿

●
西
王
母　
・
・
・
・
・
・
・

（
朱
書
）

　

●
小
し（

マ
マ
）ほ　

・
・
・
・
・
・

（
朱
書
）

　

●
杜
若　

（
6
ウ
）　
○
⦿

●
鉄
輪　
・
・
□

●
夜（

マ
マ
）鳥　

・
・
・
・
・
・

（
朱
書
）□

●
西
行
桜　
・
・
・
・
・

（
朱
書
）

・
（
朱
書
）□

●
金（

マ
マ
）

鐘
児　
・
・

（
朱
書
）

・
（
朱
書
）

・
（
朱
書
）

□

●
夜
討
曽
我　
・

（
7
オ
）

（
7
ウ
〜
13
オ
は
空
白
丁
）

「
盛
斎
」（
朱
文
方
印
）　　
　
　

「
忠（

マ
マ
）堂

」（
朱
文
方
印
）　　
　
　



徳
川
慶
勝
自
筆
の
能
楽
史
料
に
つ
い
て

八
一

（
一
―
二
）　

宝
生
流
舞
付
Ｂ

　

宝
生
流
舞
付

　
（
表
紙
）

　

寶
生
流
舞
付

　

●
高
砂　

・
然
れ
ど
も
此
松
は

・
高
砂
や

　

●
田
村

　

さ
そ
な
ゝ
に
し
ほ
ゝ

・
然
る
に
夜
の

　

●
熊
野　
　

右
（
朱
書
）

　

　

花
前
に
鳥
も

　

●
熊
坂

・
十
六
七

　

●
須
磨
源
氏

　

い
と
ど
し
く

　
（
1
オ
）

　

須
磨
の
浦

　

●
加
茂

　

石
川
や

　

加
茂
の
山
波

　

●
八
嶋

・
其
時
兼
ふ
さ

　

●
松
風　
　

右
（
朱
書
）

　

・
あ
ら
恋
し
や

　
　

芦
刈

　

あ
る
は
男
山

　

●
弓
八
幡

　

し
か
る
に
神
宮

・
み
や
こ
に
か
へ
り

（
1
ウ
）

　

●
嵐
山

　

し
や
の
い
わ
や

　
　

盛
久

　

あ
り
か
た
し

●
羽
衣　
　

右

・
然
る
に
月
宮
殿

　
　
　

藤　
　
　

前　

左
（
朱
書
）

跡　

右

・
沖
つ
か
せ

　

鵜
飼

・
し
め
る

　

●
枕
慈
童

・
此
妙
文
の

　

●
藤
戸

（
2
オ
）

　

待
う
た
ひ
よ
り

・
う
し
や
思
出
し
忘
む
と

　

●
舟
弁
慶

　

伝
聞

・
あ
ら
逆

　

●
三
山　
　

右
（
朱
書
）

　

・
あ
れ
御
覧
せ
よ

　

●
龍
田

　

抑
當
国
寶
山
に

　

●
海
人

・
一
ツ
の
り
け
む

　

●
百
万

　

牛
羊

（
2
ウ
）

　

●
春
日
龍
神

　

神
託

・
然
る
に
入
唐
渡
天
と
い
つ

（
マ
マ
）

　

　
　

老
松

　

先
は
社
檀
の

（
マ
マ
）　

　

●
志
賀

　

然
れ
は
其
御
時
に
い

　
　

六
浦

　

ま
つ
青
陽

　

●
紅
葉
狩

・
林
間

　

●
安
宅



徳
川
慶
勝
自
筆
の
能
楽
史
料
に
つ
い
て

八
二

・
実
に
こ
れ
も
心
得
た
り

（
3
オ
）

　

●
吉
野
静　

右

　

然
る
に
彼
判
官
な

　

●
葛
城

　

お
り
か
ら
雪
も

　

●
小
督

　

た
と
へ
を
し
る
も

　

是
迄
な
り
や

　

●
善
知
鳥

・
と
て
も
渡
を

（
マ
マ
）

　

　
　

玉
葛　
　

右
（
朱
書
）

　

　

実
も
う
し
う

　

●
胡
蝶　

右
（
朱
書
）

　

（
3
ウ
）

・
人
と
は
い
か
て

　

●
桜
川

・
岸
花
紅

　

●
敦
盛

　

然
る
に
一
門

　
　

東
北

　

故

　

●
雲
雀
山

　

か
む
と
う

　
　

是
界

　

妙

　
　

笠
ノ
段

・
波
濤
海
辺
の
大
宮
な
れ
は
あ
れ
御
覧
せ
よ

（
4
オ
）

　

●
阿
漕

　

う
し
み
つ

　

●
融

・
う
つ
ら
な
く
な
る

・
い
そ
ま
く
ら

　

●
大
江
山　

右

・
御
肴

　
　

鶴
亀

　

千
代
乃

　
　

山
姥

　

遠
近
の

　

●
巻
絹　
　

右
（
朱
書
）

　

・
さ
れ
は
楽
む

（
4
ウ
）

　
　

養
老　

　

夫
行
川

　

い
ゝ
も
あ
へ
ね
は

　

●
猩
　々

右

・
潯
陽
の

　
　

三
輪　

右
（
朱
書
）

　

　

中
に
も
此
し
き
し
ま

　

●
花
筐

　

お
そ
ろ
し
や

・
か
た
し
け
な
き

　

●
忠
度

　

な
か
に
も
此
忠
の
り
は

　

●
邯
鄲

（
5
オ
）

　

我
宿
の

　
　

女
郎
花

　

邪
い
む
の
あ
き

　
　

天
鼓

　

う
ち
な
ら
す

　

お
も
し
ろ
や
さ
し
も
け
に

（
マ
マ
）

　

　
　

西
王
母　
　

右
（
朱
書
）

　

　

い
ろ
い
ろ
の

　
　

小
塩

　

思
ふ
事
い
わ
て
唯
に
や
み
ぬ
へ
き

　

春
日
野
の　
　

右
（
朱
書
）

　

　
　

杜
若　
　
　

右
（
朱
書
）

　

　

む
か
し
男
う
ひ
か
む
り
し
て

（
5
ウ
）

　

な
ら
京　

春
日
の
里
に
し



徳
川
慶
勝
自
筆
の
能
楽
史
料
に
つ
い
て

八
三

　

る
よ
し
ゝ
て
か
り
に
い
に
け
り

　

君
の
め
く
み
の
深
き
故　

　

●
か（

マ
マ
）な

輪

　

大
小
の
神
祇

　
　

夜（
マ
マ
）鳥

　

東
三
條

　
　

西
行
桜　

右

　

九
重
に
さ
け
と
も
花
の

　

八
重
桜

　

し
か
る
に
花
の
名
高
は

　

す
は
や
数
そ
ふ
時
の
鼓

　

あ
ら
名
残
お
し
の　

（
6
オ
）

　

花
の
影
よ
り
明
そ
め
て

　
　

松
虫

　

あ
し
た
に
落
花
を
踏
み

　

相
伴
な
つ
て
い
つ

　

然
は
花
鳥
遊
楽
の
瓊

　

莚

　
　

俊
成
忠
度

　

あ
れ
御
覧
せ
よ

　
　

雲
林
院

　

先
は
か
う
き
で
ん
の
ほ
そ

　

●
経
政

　

い
や
雨
に
て
は

　

●
弱（

朱
書
）

法
師

（
6
ウ
）

　

フ
シ
キ
ヤ
我
盲
目
ト
ナ
ラ
サ
リ
シ
【（
朱
書
）】

　

●
竹（

朱
書
）

生
嶋

　

處
は
海
ノ
上

　

辨
（
マ
マ
）弁

天
ノ

（
マ
マ
）女

軆
ニ
テ

　

●
望
月

　

●
鳥
追

　

打
渡

　
　

舎（
朱
書
）利　

　

初
段
前

　

七
ツ
六
ツ
四
ツ

　

初
段
ヲ
ロ
シ

　

七
ツ
四
ツ

　
　

二
段
目

（
7
オ
）

　

楽

　
　

初
段
前

　

七
ツ
六
ツ
四
ツ

　
　

初
段
ヲ
ロ
シ

　

七
ツ
四
ツ

　
　

二
段
メ

　

六
ツ
四
ツ

　
　

二
段
ヲ
ロ
シ

　

七
ツ
六
ツ

　

七
ツ
四
ツ
一
ツ

　
　

三
段
め

　

七
ツ
七
ツ
中
ム
ス
ヒ　

一

　
　

四
段

　

七
ツ
四
ツ

（
7
ウ
）

（
8
オ
〜
11
オ　

空
白
丁
）

　　
　
　
　
　

櫻　

乙

　　
　
　
　
　

神　

房

　　
　
　
　
　

箕　

徳

　　
　
　
　
　

荒　

甚

（
11
ウ
）



徳
川
慶
勝
自
筆
の
能
楽
史
料
に
つ
い
て

八
四

（
二
）　

宝
生
流
謡
曲

宝
生
流
謡
曲

（
表
紙
）

寶
生
流
謡
曲

　

高
砂

四
海
波

高
砂
尾
上
の
鐘

然
れ
と
も
此
松

し
か
る
に
長
能
の
詞

　

田
村

白
た
へ
の

あ
ら
〳
〵
面
白

さ
そ
な
ゝ
に
し
お
ほ

普
天
の
下

　

七
人
猩
々

御
子
孫
も
繁
昌

（
1
オ
）

　

養
老

長
生
の
家

老
を
た
に
養
な
は
ゝ
ま
し
て

さ
か
り
の
人
の
み
に
薬
と

な
れ
は
い
つ
ま
て
も
御
寿
命
も
尽

ま
し
き
い
つ
み
そ
め
て
た

か
り
け
る

君
は
船

　

清
経

こ
の
ほ
と
は

さ
て
は
仏
神

か
ゝ
り
け
る
處
に

　

三
輪

（
1
ウ
） 

 

さ
れ
と
も
此
人

　

安
宅

心
な
く
れ
そ

　

東
北

と
こ
ろ
は

　

錦
木

夫
は
錦
木
お
は
こ
へ
は

　

雲
林
院

先
は
か
う
き
殿
の
ほ
そ
と
の

に
人
め
を
ふ
か
く
し
の
ひ
心

の
下
す
た
れ
の
つ
れ
〳
〵
と

人
は
た
ゝ
す
め
は
我
も
は
な
に

心
を
染
て
と
も
に
あ
く
か
れ

（
2
オ
）  

出
た
る
な
り
二
月
や　

　

湯
谷

花
前
に
蝶
も
紛
々

た
る
雪　

四
條　

寺
は
か
つ
ら　

　

鵜
飼

し
め
る
た
い
ま
つ
ふ（

マ
マ
）た

て
て

ふ
し
の

　

蟻
通

さ
れ
は
和
歌
の
こ
と
わ

さ
は

凡
お
も
つ
て
み
れ
は

（
2
ウ
）

　

忠
度

そ
も
〳
〵
後
白
河
院
の

御
宇
に
千
載
集
を
撰
る

五
條
の
三
位
俊
成
卿

承
て

と
し
は
寿
永
の
秋
の
頃

さ
も
い
そ
か
わ
か
り
し
み
の　

　

藤
戸

扨
は
人
の
申
し
に
も
少
し
も
た

か
わ
さ
り
け
り

此
し
ま
を
御
恩
に
た
ま

は
る
ほ
と
の
御
よ
ろ
こ
ひ
も

我
故
な
れ
は
い
か
な
る
恩
を



徳
川
慶
勝
自
筆
の
能
楽
史
料
に
つ
い
て

八
五

（
3
オ
）

も
た
ふ
へ
き
に

お
り
ふ
し
引
し
ほ
に　

　

紅
葉
狩　

さ
な
き
た
に
人
こ
ゝ
ろ　

　

竹
生
嶋

處
ハ
海
の
上

辨（
マ
マ
）弁

天
の

（
マ
マ
）女

躰

　

三
井
寺

人
々
い
か
に
と
咎
し
に

月
落
鳥
啼

阿
漕

物
の
名
も

は
つ
か
し
や
古
し
へ
を

（
3
ウ
）

ふ
し
き
や
さ
て
は

一
樹
の
や
と
り
を
も

丑
み
つ
す
く
る

　

難
波

い
ほ
う
な
る

あ
ら
〳
〵
面
白
の
お
む
か
く
や

と
き
の
調
子
に
か
た
と
り
て

春
鶯
轉
の
楽
を
は

　

兼
平

是
ハ
又
浮
世
を
渡
る

　

船
弁
慶

浪
風
も

し
か
る
に
か
う
せ
む

（
4
オ
）

　

老
松

さ
て
松
を
太
夫
と　

　

實
盛

御
前
を
た
つ
て
あ
た
り

な
る

　

と
ほ
る

詠
や
る

ゆ
き
と
の
み 

　

芦
刈

あ
れ
御
覧
せ
よ

難
波
つ
に  

　

是
界

妙（
4
ウ
）

　

杜
若

植
置
し

匂
ひ
移
る

　

加
茂

御
た
ら
し
の  

汲
や
心

抑
王
城

　

松
風

恋
草
の

こ
れ
は
な
つ
か
し

西
行
桜

み
わ
た
せ
は

八
嶋

（
5
オ
）

さ
て
慰

義
経
源
平

　

桜
川

岸
花
紅

実
や
と
し
を
へ
し

さ
る
に
て
も
な
に
の
み
き
ゝ
て

は
る
〳
〵
と

　

海
人

ひ
き
あ
け
た
ま
へ
と

　

鞍
馬
天
狗

は
な
さ
か
は

　

蝉
丸

花
都

（
5
ウ
）

　

猩
々



徳
川
慶
勝
自
筆
の
能
楽
史
料
に
つ
い
て

八
六

よ
を
も
を
つ
き
し　

　

龍
田

と
し
こ
と
に

神
の
み
ま
へ
に

　

敦
盛

し
か
る
に
一
門

し
か
る
に
平
家

　

烏
頭

と
こ
ろ
ハ
陸
奥
の

鹿
を
逐
獵
師

疑
も
夏
た
つ
け
ふ
の

是
を
し
る
し
に
と

（
6
オ
）

春
日
龍
神

我
を
し
れ

新（
マ
マ
）宅

　

は
な
か
た
み

我
よ
り
も
猶
物
く
る
ひ　

　

源
氏
供
養

（
空
白
）

　

山
姥

抑
山
姥
は

一
樹
影
一
河
流

　

小
し
ほ

春
日
野
の

花
も
忘
れ
し

（
6
ウ
）

　

女
郎
花

頼
風
其
時
に

つ
ゝ
ひ
て

　

盛
久

有
難
し
〳
〵

　

唐
船

陸
に
は
ふ
か
く
に　

　

邯
鄲

酌
と
も
〳
〵
も

唱
よ
も
す
か
ら

　

百
萬

牛
羊

実
や
世
世
こ
と
の

（
7
オ
）

　

自
然
居
士

か
う
て
い
の
臣
下
に

　

花
月

抑
此
寺
は

　

絃
上

そ
よ
や
陸
奥
の
ち

か
の
し
ほ
か
ま
は

里
は
な
れ

さ
れ
は
こ
そ
は
し
め
よ
り

　

嵐
山

し
や
う
の
岩
や

神
楽
の
鼓

　

雲
雀
山

（
7
ウ
）

款
冬
あ
や
ま
つ
て

お
も
へ
さ
く
ら
色

や
ま
ふ
と
こ
ろ
の

　

須
磨
源
氏

須
摩
の
浦

あ
ら
面
白
の
海
原　

　

熊
坂

十
六
七

　

小
鍛
冶

（
空
白
）

　

鶴
亀

庭
の
い
さ
こ

月
宮
殿
の

（
8
オ
）

　

春
栄

け
ふ
ハ
殊
更
最
上
吉
日
な

れ
は



徳
川
慶
勝
自
筆
の
能
楽
史
料
に
つ
い
て

八
七

　

俊
成
忠
度

あ
れ
御
覧
せ
よ
修
羅
王
の　

　

六
浦

月
日
経
て

ま
つ
青
陽
の
は
る
の

八
聲
の
鳥　

　

弓
八
幡

松
高
き

桑
の
弓

然
る
に
神
后

（
8
ウ
）

う
つ
す
や

　

経
政

い
や
雨

　

胡
蝶

人
と
は
い
は
て
夕
暮
に

四
季

春
夏
秋
の

　

三
山

春
は
と
し
〳
〵

　

か
つ
ら
き

と
し
ふ
る
ゆ
き
や

ふ
る
雪
の　

高
間
の
原

（
9
オ
）

　

車
僧

面
白
の

　

七
騎
落

か
く
て
時
日
を

　

藤
お
き
つ
か
せ

　

ゑ
ひ
ら

山
も

　

枕
慈
童

則
此
文
菊
の
葉
に

　

巻
絹

し
や
う
〳
〵
殿（

マ
マ
）の

　

巴
（
9
ウ
）

あ
は
つ
の
み
き
は
に
て

偖
も
よ
し
仲
の
信

濃
を
出

　

小
督

い
さ
〳
〵
さ
ら
は
琹
の

せ
め
て
や

小
鹿
な
く

さ
か
野

と
こ
ろ
を
し
る
も

唐
帝
の
古
も

木
枯
に

　

鉄
輪

こ
と
さ
ら
う
ら
め
し
や

（
10
オ
）

　

鍾
馗

き
う
た
ひ
の

　

岩
船

我
は
又
下
界
に
す
ん
て

神
を
う
や
ま
ひ

あ
る
ひ
は
神
よ
の
か
れ

い
を
う
つ
し

守
護
し
奉
り

お
す
や
か
ら
ろ
の
〳
〵
う
し

を
の
ミ
ち
く
る
な
み
に

の
つ
て
八
大
龍
王
は
南（

マ
マ
）方

塩
に
ひ
か
れ

　

寶
生
流
謡
曲

（
10
ウ
）

源
慶
恕
書　
（
花
押
）

（
11
オ
）
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史
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八

（
三
）　

謡
曲
廻
順

謡
曲
廻
順

（
表
紙
）

　
　

謡
●

　
　

能
〇

　
　

仕
舞

　
　

囃
子

（
1
オ
）

　

謡
順

●
弱
法
師（
灰
色
印
6
個
、
朱
色
印
0
個
）

●
正
尊（
灰
色
印
3
個
、
朱
色
印
1
個
）

●
鉄
輪（
灰
色
印
5
個
、
朱
色
印
0
個
）

　

烏
帽
折（
灰
色
印
3
個
、
朱
色
印
0
個
）

●
胡
蝶（
灰
色
印
5
個
、
朱
色
印
1
個
）

●
邯
鄲（
灰
色
印
6
個
、
朱
色
印
0
個
）

●
志
賀（
灰
色
印
6
個
、
朱
色
印
0
個
）

（
2
オ
）

●
照
君（
灰
色
印
4
個
、
朱
色
印
2
個
）

夜
討
曽
我（
灰
色
印
1
個
、
朱
色
印
1
個
）

●
嵐
山（
灰
色
印
5
個
、
朱
色
印
1
個
）

加
茂（
灰
色
印
5
個
、
朱
色
印
0
個
）

高
砂（
灰
色
印
5
個
、
朱
色
印
0
個
）

●
弓
八
幡（
灰
色
印
5
個
、
朱
色
印
0
個
）

●
田
村（
灰
色
印
5
個
、
朱
色
印
0
個
）

〇
羽
衣（
灰
色
印
4
個
、
朱
色
印
1
個
）

（
2
ウ
）

吉
野
静（
灰
色
印
5
個
、
朱
色
印
0
個
）

巴（
灰
色
印
5
個
、
朱
色
印
0
個
）

●
葛
城（
灰
色
印
5
個
、
朱
色
印
1
個
）

猩
（々
灰
色
印
3
個
、
朱
色
印
0
個
）

春
日
龍
神（
灰
色
印
5
個
、
朱
色
印
0
個
）

小
督（
灰
色
印
5
個
、
朱
色
印
0
個
）

●
鳥
追（
灰
色
印
5
個
、
朱
色
印
0
個
）

忠
信（
灰
色
印
0
個
、
朱
色
印
0
個
）

（
3
オ
）

●
松
風（
灰
色
印
1
個
、
朱
色
印
1
個
）

●
雲
雀
山（
灰
色
印
4
個
、
朱
色
印
1
個
）

●
国
栖（
灰
色
印
4
個
、
朱
色
印
1
個
）

●
望
月（
灰
色
印
5
個
、
朱
色
印
0
個
）

●
枕
慈
童（
灰
色
印
4
個
、
朱
色
印
0
個
）

〇
舟
辨
慶（
灰
色
印
4
個
、
朱
色
印
0
個
）

安
宅（
灰
色
印
5
個
、
朱
色
印
0
個
）

●
熊
坂（
灰
色
印
4
個
、
朱
色
印
0
個
）

（
3
ウ
）

●
葵
上（
灰
色
印
5
個
、
朱
色
印
0
個
）

●
藤
戸（
灰
色
印
5
個
、
朱
色
印
0
個
）

●
阿
漕（
灰
色
印
5
個
、
朱
色
印
0
個
）

●
龍
田（
灰
色
印
5
個
、
朱
色
印
0
個
）

●
景
清（
灰
色
印
4
個
、
朱
色
印
0
個
）

融（
灰
色
印
5
個
、
朱
色
印
1
個
）

●
鳥
頭（
灰
色
印
5
個
、
朱
色
印
0
個
）

●
三
井
寺（
灰
色
印
5
個
、
朱
色
印
0
個
）

（
4
オ
）

蝉
丸（
灰
色
印
1
個
、
朱
色
印
0
個
）

●
三
山（
灰
色
印
4
個
、
朱
色
印
1
個
）

●
経
政（
灰
色
印
5
個
、
朱
色
印
0
個
）

●
舎
利（
灰
色
印
4
個
、
朱
色
印
0
個
）

●
絃
上（
灰
色
印
5
個
、
朱
色
印
0
個
）

●
竹
生
島（
灰
色
印
5
個
、
朱
色
印
0
個
）

兼
平（
灰
色
印
4
個
、
朱
色
印
1
個
）

紅
葉
狩（
灰
色
印
2
個
、
朱
色
印
0
個
）

（
4
ウ
）

須
磨
源
氏（
灰
色
印
5
個
、
朱
色
印
0
個
）

〇
海
人（
灰
色
印
4
個
、
朱
色
印
0
個
）

頼
政（
灰
色
印
2
個
、
朱
色
印
1
個
）

百
萬（
灰
色
印
2
個
、
朱
色
印
0
個
）

（
5
オ
）

（
5
ウ
〜
8
ウ　

空
白
頁
）

　

仕
舞

高
砂（
灰
色
印
7
個
、
朱
色
印
0
個
）
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熊
野（
灰
色
印
7
個
、
朱
色
印
0
個
）

雲
雀
山（
灰
色
印
7
個
、
朱
色
印
0
個
）

吉
野
静（
灰
色
印
7
個
、
朱
色
印
0
個
）

草
紙
洗（
灰
色
印
7
個
、
朱
色
印
0
個
）

藤（
灰
色
印
7
個
、
朱
色
印
1
個
）

羽
衣（
灰
色
印
7
個
、
朱
色
印
0
個
）

胡
蝶（
灰
色
印
7
個
、
朱
色
印
0
個
）

六
浦（
灰
色
印
7
個
、
朱
色
印
0
個
）

西
行
桜（
灰
色
印
7
個
、
朱
色
印
0
個
）

小
塩（
灰
色
印
7
個
、
朱
色
印
0
個
）

（
9
オ
）

杜
若（
灰
色
印
7
個
、
朱
色
印
0
個
）

葛
城（
灰
色
印
7
個
、
朱
色
印
0
個
）

雨
月（
灰
色
印
6
個
、
朱
色
印
1
個
）

三
輪（
灰
色
印
7
個
、
朱
色
印
0
個
）

大
江
山（
灰
色
印
6
個
、
朱
色
印
0
個
）

舟
辨
慶（
灰
色
印
6
個
、
朱
色
印
0
個
）

笠
之
段（
灰
色
印
6
個
、
朱
色
印
0
個
）

鵜
之
段（
灰
色
印
6
個
、
朱
色
印
0
個
）

玉
之
段（
灰
色
印
6
個
、
朱
色
印
0
個
）

笹
之
段（
灰
色
印
6
個
、
朱
色
印
0
個
）

蝉
丸（
灰
色
印
6
個
、
朱
色
印
0
個
）

花
筐（
灰
色
印
5
個
、
朱
色
印
1
個
）

（
9
ウ
）

鳥
追（
灰
色
印
5
個
、
朱
色
印
1
個
）

籠
太
鼓（
灰
色
印
5
個
、
朱
色
印
1
個
）

国
栖（
灰
色
印
6
個
、
朱
色
印
0
個
）

葵
ノ
上（
灰
色
印
6
個
、
朱
色
印
0
個
）

邯
鄲（
灰
色
印
6
個
、
朱
色
印
0
個
）

龍
田（
灰
色
印
6
個
、
朱
色
印
0
個
）

巻
絹（
灰
色
印
4
個
、
朱
色
印
2
個
）

天
鼓（
灰
色
印
5
個
、
朱
色
印
1
個
）

唐
船（
灰
色
印
4
個
、
朱
色
印
2
個
）

枕
慈
童（
灰
色
印
5
個
、
朱
色
印
1
個
）

玉
葛（
灰
色
印
6
個
、
朱
色
印
0
個
）

三
山（
灰
色
印
6
個
、
朱
色
印
0
個
）

（
10
オ
）

鉄
輪（
灰
色
印
6
個
、
朱
色
印
0
個
）

春
栄（
灰
色
印
6
個
、
朱
色
印
0
個
）

紅
葉
狩（
灰
色
印
6
個
、
朱
色
印
0
個
）

山
姥（
灰
色
印
6
個
、
朱
色
印
0
個
）

花
月（
灰
色
印
6
個
、
朱
色
印
0
個
）

桜
川（
灰
色
印
6
個
、
朱
色
印
0
個
）

百
万（
灰
色
印
6
個
、
朱
色
印
0
個
）

八
嶋（
灰
色
印
6
個
、
朱
色
印
0
個
）

清
経（
灰
色
印
5
個
、
朱
色
印
1
個
）

敦
盛（
灰
色
印
6
個
、
朱
色
印
0
個
）

弓
八
幡（
灰
色
印
6
個
、
朱
色
印
0
個
）

（
10
ウ
）

志
賀（
灰
色
印
6
個
、
朱
色
印
0
個
）

養
老（
灰
色
印
6
個
、
朱
色
印
0
個
）

難
波（
灰
色
印
6
個
、
朱
色
印
0
個
）

西
王
母（
灰
色
印
6
個
、
朱
色
印
0
個
）

東
北（
灰
色
印
6
個
、
朱
色
印
0
個
）

鶴
亀（
灰
色
印
6
個
、
朱
色
印
0
個
）

三
井
寺（
灰
色
印
6
個
、
朱
色
印
0
個
）

源
氏
供
養（
灰
色
印
6
個
、
朱
色
印
0
個
）

須
磨
源
氏（
灰
色
印
6
個
、
朱
色
印
0
個
）

昭
君（
灰
色
印
6
個
、
朱
色
印
0
個
）

笹
之
段（
灰
色
印
2
個
、
朱
色
印
0
個
）

箙（
灰
色
印
6
個
、
朱
色
印
0
個
）

（
11
オ
）

放
生
川　
（
灰
色
印
2
個
、
朱
色
印
0
個
）
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〇

（
四
）　

必
携

必
携

（
表
紙
）

　

高
砂

　

四
海
波

　

高
砂
の
尾
上
の
鐘

　

然
れ
ど
も
此
松

　

し
か
る
に
長
能

　
　

田
村

　

白
妙
の

　

あ
ら
〳
〵
面
白

　

普
天
の
下

　
　

開
口

　

夫
動
な
き
殿
す
へ
る
民

　

の
力
も
君
か
為
お
し
ま
ぬ

　

時
に
相
生
の
松
の
千
年
の

　

こ
と
ふ
き
を
聞
へ
あ
け
た
る
萬

（
1
オ
）

　

人
萬
代
迄
の
石
す
へ
ハ

　

め
て
た
か
り
け
る
時
と
か
や

（
1
ウ
）

　

七
人
猩
々

御
子
孫
も
繁
昌
御
壽
命

　

養
老

長
生
の
家
に
こ
そ

老
を
た
に
養
は
ゝ
ま
し
て

薬サ
カ
リ（
マ
マ
）

と
人
の
み
に
薬
と
な
ら
は

何
迄
も
御
壽
命
も
尽
ま（

マ
マ
）し

泉
そ
め
て
た
か
り
け
る
け
に
や
玉

水
の
水
上
す
め
る
御
代
そ
と
て

〇（
マ
マ
）も

た
い
の
竹
葉
は
陰
や
緑
を
重

ら
ん
其
外
ま
か
き
の
荻
花
は
林
葉

の
秋
を
汲
な
り
や
晋
の
七
賢
か
楽

し
み
劉
伯
倫
が
翫
び
唯
此
水
に
残

れ
り
汲
め
や
〳
〵
み
薬
を
君
の
為
に

さ
さ
け
む

（
2
オ
）

君
は
舟
臣
は
水

　

清
経

さ
て
は
仏
神
三
寶
も　

か
か
り
け
る

と
こ
ろ
に

　

三
輪

さ
れ
と
も
此
人
よ
る
は
く
れ
と
も

　

安
宅

心
な
く
れ
そ
く
れ
は
と
り

　

東
北

所
は
九
重
の

　

錦
木

夫
は
錦
木
き

（
マ
マ
）を

は
こ
へ
ば

（
2
ウ
）

　

雲
林
院

先
は
こ
き
う
殿
の
ほ
そ
殿
に
人
目

を
深
忍
び
心
の
し
た
簾
の
つ
れ
〳
〵

と
人
は
た
ゝ
す
め
は
我
も
花
に

こ
ゝ
ろ
を
染
て
共
に
あ
こ
か
れ
立
出
る

二
月
や
ま
だ
よ
ひ
な
れ
と
月
は
入

我
ら
は
出
る
こ
ひ
じ
哉
抑
日
の
本
の

う
ち
に
名
所
と
云
事
は
我
大

内
に
あ
り
か
の
遍
昭
か
つ
ら
ね
し

は
な
の
散
つ
も
る
あ
く
た
川
を

打
渡
り
思
ひ
し
ら
す
も
迷
ひ

ゆ
く
か
つ
け
る
衣
は
紅
葉
重

緋
の
袴
ふ
み
し
た
き
誘
ひ

出
る
や
ま
め
男
む
ら
さ
き
の
一

も
と
結
の
ふ
し
袴
し
を
る
ゝ
す

そ
を
か
い
と
つ
て
信
濃
路
や

（
3
オ
）

そ
の
原
し
け
る
木
賊
色
の
か
り

き
ぬ
の
袖

（
マ
マ
）を

冠
り
の
こ
し
に

う
ち
か
つ
き
し
の
び
出
る
や
二
月
の

黄
昏
月
も
は
や
入
て
い
と
ゞ
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朧
夜
の
降
は
春
雨
か
を
つ
る
は

涙
か
と
袖

（
マ
マ
）う

ち
は
ら
ひ
す
そ

を
と
り
し
を
〳
〵
す
こ
〳
〵
と

た
と
り
〳
〵
も
迷
ひ
行

を
も
ひ
出
た
り
夜
遊
の
曲

返
す
真
袖
を
月
や
し
る

夜
遊
の
舞
楽
も
時
う
つ
れ
は

名
残
の
月
も
山
あ
ひ
の
は
そ
て

返
す
や
夢
の
告
の
枕
此
物

語
り
語
る
夜

（
マ
マ
）も

盡
し
松

の
は
の
散
う
せ
ず
末
の
世
迄
も

な
さ
け
知
る
こ
と
の
は
く
さ
の
か
り

（
3
ウ
）

そ
め
に
か
く
あ
ら
は
せ
る
古

の
伊
勢
物
語
か
た
る
夜
も

す
ん
か
ら
覚
夢
と
也
に
け
り

〳
〵

　

ゆ
や

花
前
に
蝶
も

（
マ
マ
）紛

々
た
る

雪四
條
五
條

　

鵜
飼

し
め
る
続
松
ふ
り
立
て
ゝ

　

蟻
通

さ
れ
は
和
歌
の
こ
と
は
さ
は
神

世
よ
り
も
始
り
今
人
倫
に

凡
を
も
つ
て
み
れ
は
歌
の
心
す

（
4
オ
）

な
ほ
な
る
は
是
れ
も
つ
て
私

な
し
人
代
に
及
ん
で
甚
お

こ
る
風
俗
長
歌
短
歌
せ
ん

と
を
こ
ん
ほ
ん
の
た
く
ひ
是
也

雑
体
ひ
と
つ
に
あ
ら
さ
れ
は

源
流
漸
し
け
る
木
の
花
の

う
ち
の
鶯
又
秋
の
蟬
の
吟

の
声
何
れ
か
和
歌
の
数
な

ら
ん
さ
れ
は
今
の
歌

　

忠
度

そ
も
〳
〵
後
白
河
の
院
の
御
宇
に

千
載
集
を
撰
る
五
條
の
三
位

俊
成
の
卿

年
は
寿
永
の
秋
の
頃

さ
も
い
そ
か
わ
し
か
り
し
み
の

心
の
花
か
蘭
菊
の

（
4
ウ
）

　

藤
戸

扨
は
人
の
申
し
し
も
少
し
も
た
か

は
さ
り
け
り
あ
の
ほ
と
り
そ
と
い
ふ
波
の

此
島
を
御
恩
に
給

（
マ
マ
）る

ほ
と
の

御
よ
ろ
こ
ひ
も
我
故
な
れ
は

い
か
な
る
恩
を
も
と

（
マ
マ
）ふ

へ
き
に

折〇

ふ
し
引
給

　

紅
葉
狩

さ
な
き
た
に
人
心

　

竹
生
嶋

緑
樹
影
し
つ
ん
て

　

三
井
寺

人
々
い
か
に
と
と
か
め
し
か
は

（
5
オ
）

　

あ
こ
ぎ

物
の
名
も

は
つ
か
し
や
古
を

ふ
し
き
や
さ
て
ハ

一
樹
の
宿
を
も

う
し
み
つ
す
く
る
夜
夢

　

難
波

祝
ふ
な
る
心
そ
白
き
曇

な
き
あ
ま
つ
ひ
つ
き
の
貢
物

は
こ
ふ
ち
ま
た
や
都
路
の
直
な

御
代
を
仰
む
と
関
の
と
ざ

さ
で
千
里
迄
あ
ま
ね
く
照
す

日
影
哉
〳
〵



徳
川
慶
勝
自
筆
の
能
楽
史
料
に
つ
い
て

九
二

　

兼
平

是
は
又
浮
世
を
渡
る
芝

（
マ
マ
）

　

（
5
ウ
）

舟
の
ほ
さ
れ
ぬ
袖
の

（
マ
マ
）水

み
な

れ
さ
ほ
の

　

船
弁
慶

浪
風
も

　

老
松

惣
松
を
大
夫
と
い
ふ
事
は

　

実
盛

御
前
を
た
つ
て
あ
た
り
な

る
　

と
ほ
る

な
か
め
や
る

雪
と
の
み
つ
も
り
そ
き
ぬ
る

年
月
の
春
を
向
え
秋
を

そ
へ
時
雨
る
松
の
風
ま
て
も

（
6
オ
）

我
身
の
上
と
汲
て
し
る

し
ほ
な
れ
衣
袖
さ
む
き
浦

は
の
秋
の
夕
か
な
〳
〵

　

芦
刈

あ
れ
御
覧
せ
よ
御
津
の
濱
に

難
波
津
に

　

是
界

　

妙

　

杜
若

う
ゑ
置
し

　

匂
ひ
移
る

　

加
茂

　

御
た
ら
し
の

　

汲
や
心
も

　
（
6
ウ
）

　

抑
是
は
王
城
を
守
る

　

松
風

　

恋
草
の
梅
雨
も

　

こ
れ
は
な
つ
か
し
君
こ
ゝ
に

　

西
行
桜

み
わ
た
せ
は

　

八
島

さ
て
慰
は

義
経
源
平
に

　

さ
く
ら
川

岸
花
紅

実
に
や
と
し
を
へ
し

さ
る
に
て
も
名
に
の
み
き
ゝ
て

は
る
は
る
と

（
7
オ
）

　

海
人

ひ
き
あ
け
た
ま
へ
と
や
く

そ
く
し

　

鞍
馬
天
狗

花
さ
か
は
つ
け
ん
と
い
ひ
し

山
里
の
つ
か
ひ
は
来
り
馬
に
鞍

鞍
馬
の
山
の
く
す
桜
手
折

枝
折
を
し
る
へ
に
て
奥
も
迷

は
し
咲
き
つ
ゝ
〳
〵
木
か
け
に
並

ゐ
て
い
さ
〳
〵
は
な
を
な
か

め
む

　

蝉
丸

花
都
を

　

猩
々

よ（

マ

マ

）

を
も
を
尽
し

（
マ
マ
）

　

（
7
ウ
）

　

龍
田

年
毎
に

神
の
み
ま
へ
に

　

敦
盛

し（
マ
マ
）

か
る
一
門
か
と
を
並

し
か
る
に
平
家

　

う
と
ふ

所
は
陸
奥
の
御（

マ
マ
）国



徳
川
慶
勝
自
筆
の
能
楽
史
料
に
つ
い
て

九
三

鹿
を
逐
猟
師
は
─

─
け
る
こ
と
わ
さ
を
な
し
ゝ
く

や
し
さ
よ
抑
う
と
ふ
安
か
た

の
と
り
〳
〵
に
品
か
わ
り
た
る
殺

生
の
「
中
に

疑
も
夏
た
つ

（
8
オ
）

是
を
し
る
し
に
と

　

春
日
龍
神

我
を
し
れ

新（
マ
マ
）た

く

　

花
筐

我
よ
り
も
猶
物

　

源
氏
供
養

す
か
た
に
今
も
か
わ
ら
ね
は
「
た

か
ひ
に
心
を　

お
き
も
せ
す　

ね
も

せ
て

　

山
姥

抑
山
姥
は

　

小
塩

春
日
野
の

（
8
ウ
）

花
も
忘
れ
し

　

女
郎
花

頼
風
其
時
に

つ
ゝ
ひ
て

　

盛
久

有
難
〳
〵

　

唐
舟

陸
に
は
ふ
か
く
に
乗
し
つ
ゝ

　

邯
鄲

酌
と
も
〳
〵

唱
よ
も
す
が
ら

　

百
萬

（
9
オ
）

牛
羊

実
に
や
世
ゝ
こ
と
の

　

自
然
居
士

か
う
て
い
の
臣
下
に

外
え
分

　

花
月

抑
此
寺
は
坂
の
上
の
田
附
丸

（
マ
マ
）　

　

絃
上

そ
よ
や
陸
奥
の
ち
か
の
塩
か
ま
は

里
は
な
れ
須
ま
の
家
居
の

さ
れ
は
こ
そ
初
よ
り
只
人

　

嵐
山

し
や
う
の
岩
屋
の
松
風
は

（
9
ウ
）

神
楽
鼓

　

雲
雀
山

願年
冬

（
マ
マ
）

あ
や
ま
つ
て
お
も
へ

山
ふ
と
こ
ろ
の
う
つ
お
き
に

　

須
磨
源
氏

須
磨
の
浦
荒
面
白
の
海
原

　

熊
坂

十
六
七

　

小
鍛
冶

如
何
に
や

　

鶴
亀

庭
の
砂
は
金
銀
の

月
宮
殿
の
白
衣
の
袂

（
10
オ
）

　

春
栄

け
ふ
は
殊
更
最
上
吉
日

な
れ
は
高
橋
か
家
に
伝
る

　

俊
成
忠
度

あ
れ
御
覧
せ
よ
修
羅
王
の

　

六
浦

月
日
経
て
ま初
つ
青
陽

秋
の
夜　

八
聲

　

弓
八
幡



徳
川
慶
勝
自
筆
の
能
楽
史
料
に
つ
い
て

九
四

松
高
き

桑
の
弓

し
か
る
神
功

う
つ
す
や

　

経
政

い
や
雨

（
10
ウ
）

　

胡
蝶

人
と
は
い
は
て
夕
暮
に

四
季

春
夏
秋

　

三
山

春
は
年
々
頃
は
弥
生
に

　

葛
城

年
ふ
る
雪
や

降
雪
の
し
も
と
い
う
花
の

高
間
の
原

　

車
僧

面
白
の

　

七
騎
落

か
く
て
時
日
を

（
11
オ
）

　

藤
お
き
つ
風

　

ゑ
ひ
ら

山
も
震
動

　

枕
慈
童

則
此
文

　

ま
き
き
ぬ

し
や
う
〳
〵
殿
の

（
マ
マ
）

　

　

巴
粟（

マ
マ
）汀

に
て　

偖
も
義
仲

の
信
濃
を
出
さ
せ

　

小
督

い
さ
〳
〵
さ
ら
は
琹
の
音
に

せ
め
て
や

小
鹿
な
く　

さ
か
野

（
11
ウ
）

所
を
知
も
さ
か
の
山

唐
帝
の
古
も

木
枯
に　

引
と
ゝ
む
べ
き

　

か
な
わ

あ
し
か
れ
と

い
で
〳
〵

　

鐘
馗

鍾
馗
及
第
の
み
き
ん
に
て

　

岩
舟

我
ハ
又
下
界
に
す
ん
て
神

を
敬
て
君
を
守
る　

秋
つ

嶋
根
の
龍
神
也　

或
は
神
代
の

か
れ
い
を
移
し
又
は
治
る
御
代

に
出
て
寶

（
マ
マ
）に

舟
を
守
護
し

奉
り

（
12
オ
）

ゑ
い
さ
ら
〳
〵
と
。
お
す
や

か
ら
ろ
の
〳
〵
う
し
お
の
み
ち

く
る
浪
に
の
つ
て
八
大

龍
王
は
南（

マ
マ
）方

に
飛
行
し

御
舟
の
つ
な
手
を
手
に
く
り

か
ら
ま
き
塩
に
ひ
か
れ
波
に

の
つ
て
長
ひ
も
め
て
た
き

住
吉
の
岸
に
寶
の
御
舟

を
つ
け
お
さ
め
か
つ
も
数
万

の
さ
ゝ
け
物
は
こ
ひ
出
す
や

心
の
如
金
銀
珠
玉
は
ふ
り

満
て
山
の
如
に
埵
り
の
浦
の

山（
マ
マ
）は

千
代
迄
さ
か
う
る
御
代

と
そ
也
に
け
り

寶
生
流
謡
書
抜
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